
者
に
は
事
業
特
性
や
商
流
、
課
題

を
理
解
し
て
対
話
を
行
い
、
経
営

改
善
や
成
長
支
援
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
面
談
前
に
は
個

社
だ
け
で
な
く
、
そ
の
業
界
全
体

を
調
べ
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

業
界
全
体
の
動
向
を
理
解
し
て
い

れ
ば
、
資
金
需
要
や
設
備
投
資
、

事
業
承
継
な
ど
の
相
談
へ
自
然
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
業
界
ご
と
に
確
認
項
目
と
面
談

で
確
認
し
た
い
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
に
ま
と
め
た
の
で
、
面
談

前
に
仮
説
や
確
認
事
項
を
作
成
す

る
際
に
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

対
面
の
社
長
に
資
金
需
要

を
尋
ね
て
も
、
相
手
が
本

音
を
話
す
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
。
一
方
で
「
最
近
、
製
造
業
で

は
価
格
転
嫁
が
少
し
ず
つ
進
ん
で

い
ま
す
が
、
御
社
は
い
か
が
で
す

か
」「
人
手
不
足
へ
の
対
応
と
し

て
設
備
投
資
を
進
め
る
企
業
が
増

え
て
い
ま
す
ね
」
と
い
っ
た
業
界

理
解
に
基
づ
く
会
話
か
ら
始
め
る

と
、「
こ
の
担
当
者
は
自
社
の
こ

と
を
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
」

と
受
け
止
め
ら
れ
、
経
営
課
題
を

共
有
し
て
も
ら
い
や
す
く
な
る
。

　
金
融
庁
の
『
業
種
別
支
援
の
着

眼
点
』
で
も
、
金
融
機
関
の
担
当

造
業
は
、
設
備
・
技
術
・

人
材
の
三
つ
が
企
業
価
値

を
左
右
す
る
。
大
手
メ
ー
カ
ー
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
一
員
と
し

て
事
業
を
営
む
中
小
企
業
も
多

く
、
親
会
社
や
元
請
企
業
の
生
産

計
画
が
売
上
に
影
響
す
る
。

　
設
備
投
資
額
が
大
き
い
た
め
、

減
価
償
却
費
の
割
合
も
高
く
、
利

益
が
出
て
い
て
も
資
金
繰
り
が
苦

し
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

　
一
品
受
注
生
産
型
か
量
産
型
か

に
よ
っ
て
利
益
率
や
資
金
需
要
は

大
き
く
異
な
り
、
材
料
仕
入
れ
か

ら
売
掛
金
回
収
ま
で
数
カ
月
を
要

す
る
企
業
で
は
運
転
資
金
需
要
も

大
き
く
な
る
。
さ
ら
に
、
近
年
は

熟
練
技
能
者
の
高
齢
化
か
ら
、

「
設
備
よ
り
人
材
確
保
」
が
課
題

と
な
る
企
業
も
増
え
て
い
る
。

●
製
造
業
の
主
な
課
題

①
原
材
料
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の

上
昇

　
鋼
材
、
樹
脂
、
ア
ル
ミ
等
の
価

主
要
業
種

主
要
業
種
のの
特
性
・
課
題

特
性
・
課
題
とと

最
新
ト
レ
ン
ド

最
新
ト
レ
ン
ド

社
長
と
の
会
話
に
必
須
！

社
長
と
の
会
話
に
必
須
！

黒
木
正
人
行
政
書
士
事
務
所
長
／

岐
阜
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点 

チ
ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　こ
こ
で
は
、
面
談
前
に
確
認
し
て
お
き
た
い
業
種
別
の

主
な
課
題
と
最
新
の
動
向
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

初

製
造
業

１製

KS260901 P20-25_v17.4 #5.indd   20KS260901 P20-25_v17.4 #5.indd   20 2026/08/07   18:052026/08/07   18:05

格
や
電
気
料
金
の
上
昇
が
利
益
を

圧
迫
し
て
い
る
。

②
価
格
転
嫁
が
難
し
い

　
大
手
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
で
は

価
格
転
嫁
に
時
間
が
か
か
り
、
利

益
率
が
低
下
す
る
場
合
が
あ
る
。

③
人
手
不
足
・
技
能
継
承

　
若
手
採
用
が
難
し
く
、
熟
練
工

の
退
職
に
伴
う
技
能
継
承
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

や
デ
ジ
タ
ル
活
用
、
生
産
性
向
上

の
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

●
活
用
し
た
い
情
報
源

①
『
業
種
別
支
援
の
着
眼
点
』

　
業
種
特
有
の
商
流
、
利
益
構

造
、
経
営
課
題
、
金
融
機
関
が
確

認
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
整
理
さ

れ
、
何
を
質
問
す
べ
き
か
が
分
か

る
。
さ
ら
に
資
金
使
途
や
融
資
相

談
か
ら
確
認
事
項
を
逆
引
き
で
き

る
「
逆
引
き
着
眼
点
」
も
公
表
さ

れ
、
面
談
準
備
に
活
用
で
き
る
。

②
中
小
企
業
白
書

　
景
況
感
、
人
手
不
足
、
生
産
性

向
上
、
価
格
転
嫁
な
ど
全
国
的
な

傾
向
を
把
握
で
き
る
。
特
に
面
談

で
は
「
最
近
の
白
書
で
も
人
材
確

④
設
備
更
新
資
金
の
増
加

　
老
朽
設
備
の
更
新
だ
け
で
な

く
、
自
動
化
・
省
力
化
設
備
へ
の

投
資
需
要
が
増
え
て
い
る
。

⑤
Ｄ
Ｘ
・
Ｉ
ｏ
Ｔ
対
応

　
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
品
質
管
理

な
ど
、
デ
ジ
タ
ル
投
資
へ
の
対
応

が
競
争
力
を
左
右
す
る
。

⑥
脱
炭
素
対
応

　
取
引
先
か
ら
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

把
握
や
環
境
対
応
を
求
め
ら
れ
る

企
業
が
増
加
し
て
い
る
。

●
製
造
業
の
最
新
ト
レ
ン
ド

　
近
年
は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

再
構
築
に
よ
る
国
内
生
産
回
帰
、

半
導
体
・
Ｅ
Ｖ
関
連
産
業
へ
の
設

備
投
資
拡
大
、
工
場
の
自
動
化
・

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
品

質
管
理
・
需
要
予
測
、
Ｍ
＆
Ａ
や

事
業
承
継
に
よ
る
業
界
再
編
、
脱

炭
素
・
省
エ
ネ
投
資
、
リ
ス
キ
リ

ン
グ
・
外
国
人
材
活
用
と
い
っ
た

変
化
が
見
ら
れ
る
。

　
中
小
企
業
白
書
で
も
、
人
手
不

足
へ
の
対
応
と
し
て
省
力
化
投
資

保
が
課
題
と
さ
れ
て
い
ま
す
ね
」

と
話
題
づ
く
り
に
活
用
で
き
る
。

補
助
金
の
情
報
を
把
握
し

申
請
支
援
を
提
案

③
経
済
産
業
省
・
中
小
企
業
庁
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助

金
、
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助

金
、
新
事
業
進
出
・
も
の
づ
く
り

商
業
サ
ー
ビ
ス
補
助
金
、
デ
ジ
タ

ル
化
・
Ａ
Ｉ
導
入
補
助
金
な
ど
、

有
益
な
制
度
情
報
を
把
握
で
き
、

申
請
支
援
か
ら
新
規
融
資
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

④
業
界
団
体
の
統
計
や
受
注
動
向

　
日
本
工
作
機
械
工
業
会
や
日
本

ロ
ボ
ッ
ト
工
業
会
な
ど
が
公
表
す

る
統
計
や
受
注
動
向
を
確
認
す
る

と
、
市
場
環
境
や
設
備
投
資
の
方

向
性
を
把
握
で
き
る
。

⑤
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
・
東
京
商

工
リ
サ
ー
チ
の
レ
ポ
ー
ト

　
業
界
動
向
や
倒
産
動
向
、
業
界

再
編
の
状
況
を
確
認
で
き
る
。

図表１　製造業の面談前チェックシート
確認項目 面談で確認したい内容 記入欄

主力製品 何を製造しているか （例）作業工具
主な販売先 特定企業への依存度
原材料 値上がりの影響
設備 老朽化・更新予定
人材 採用・技能継承の状況
DX 生産管理・IoT導入状況
脱炭素 取引先からの要請
将来 新工場・新製品・海外展開

（出所）筆者作成
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新規開拓新規開拓のの進め方進め方

関係構築が決め手！

21 2026年９月１日号21 2026年９月１日号

KS260901 P20-25_v17.4 #5.indd   21KS260901 P20-25_v17.4 #5.indd   21 2026/08/07   18:052026/08/07   18:05


